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RX ファミリ 
RSPI シーケンス制御と割り込み発生タイミング 

要旨 
本アプリケーションノートでは、RX ファミリのシリアルペリフェラルインタフェース(以下、RSPI)のシー

ケンス制御と割り込み発生タイミングについて説明します。 
 
 

対象デバイス 
・RX ファミリ 

 
本アプリケーションノートを他のマイコンへ適用する場合、そのマイコンの仕様にあわせて変更し、十分

評価してください。 
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1. 周辺機能説明 

1.1 RSPI マスタモードとシーケンス制御 
RSPI のマスタモードでは、SPSCR レジスタに設定されたシーケンス長に従って、最大で 8 つの転送フォー

マットをハードウェアで切り替えながらシーケンシャルに送受信することができます。 

図 1.1にRSPI マスタモードでの構成図を示します。 
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図1.1 RSPI マスタモードでの構成図 
 
外部デバイスへの出力は送信バッファに書き込んだデータと、RSPI コマンドで指定した転送フォーマット
の設定(以下、コマンド)で決定されます。外部デバイスへの出力に関わるデータとコマンドの 2 つを合わせ
てフレームとします。 

図 1.2にフレームの概念図を示します。 
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図1.2 フレームの概念図 
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1.2 1 シーケンスでの送受信フレーム数と割り込み発生タイミング 
1 シーケンスで送受信するフレーム数は、SPSCR.SPSLN[2:0]ビットで選択したシーケンス長および

SPDCR.SPFC[1:0]ビットで選択したフレーム数の組み合わせで決まります。 

1 シーケンスでのコマンド数はシーケンス長で決まり、送受信フレームのコマンドは SPCMD0～SPCMD7
レジスタで設定します。 

1 シーケンスでの送信バッファエンプティ割り込み要求、受信バッファフル割り込み要求の発生タイミング
は、フレーム数で決まり、設定したフレーム数のデータ送信開始時に送信バッファエンプティ割り込み要求
が、データ受信時に受信バッファフル割り込み要求が発生します。 

 

図 1.3に1 シーケンスのフレーム数と割り込み発生タイミングを示します。図 1.3で示す SPSCR.SPSLN[2:0]
ビットと SPDCR.SPFC[1:0]ビットの組み合わせ以外の設定を行った場合、以後の動作は保障されません。 
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図1.3 1 シーケンスのフレーム数と割り込み発生タイミング 
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図 1.4にSPSLN[2:0]=”011b”(シーケンス長=4)および SPFC[1:0]=”11b”(4フレーム)時のフレーム作成動作を示
します。 
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図1.4 SPSLN[2:0]=”011b”(シーケンス長=4)および SPFC[1:0]=”11b”(4 フレーム)時のフレーム作成動作 
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2. 応用例 

2.1 シーケンス制御応用例 
SPSCR.SPSLN[2:0]ビットを”010b”(シーケンス長=3) 、SPDCR.SPFC[1:0]ビットを”10b”(3 フレーム)を設定

した場合の動作を例に説明します。 

 

図 2.1にシーケンス制御を使用した外部デバイスとの接続例を示します。 
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図2.1 シーケンス制御を使用した外部デバイスとの接続例 
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(1) SPCMD0～SPCMD2 レジスタに 1 フレーム目～3 フレーム目までのコマンドを設定します。 
SPCMD0 レジスタ(1 フレーム目のコマンド)：0400h ( MSB ファースト、SSL0 信号アサート)  
SPCMD1 レジスタ(2 フレーム目のコマンド)：0410h ( MSB ファースト、SSL1 信号アサート) 
SPCMD2 レジスタ(3 フレーム目のコマンド)：1420h ( LSB ファースト、SSL2 信号アサート)  

(2) SPDR レジスタに 3 フレーム分のデータを書き込むと、送受信を開始します。 
(3) SPCMD0 レジスタの設定に従って、1 フレーム目の送受信（SSL0 端子から“Low” (アサート) 出力、

MSB ファーストでデータ送受信）が行われます。 
(4) 1フレーム目の送受信が完了すると、SPCMD1レジスタの設定にしたがって 2フレーム目の送受信(SSL1

端子から“Low”(アサート) 出力、MSB ファーストでデータ送受信) が行われます。 
(5) 2 フレーム目の送信データ出力後、SPTX2 レジスタ(3 フレーム目の送信バッファ) がシフトレジスタに

転送され、送信バッファエンプティ割り込み要求が発生します。 
(6) 2フレーム目の送受信が完了すると、SPCMD2レジスタの設定にしたがって 3フレーム目の送受信(SSL2

端子から“Low” (アサート) 出力、LSB ファーストでデータ送受信) が行われます。 
(7) 3 フレーム目の受信データが SPRX2 レジスタ(3 フレーム目の受信バッファ) に転送されると、受信完了

割り込み要求が発生します。 
 

図 2.2にシーケンス制御動作例を示します。 
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図2.2 シーケンス制御動作例 
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3. 参考ドキュメント 
ユーザーズマニュアル：ハードウェア 

RX630 グループ ユーザーズマニュアル ハードウェア編 Rev.1.60（R01UH0040JJ） 
RX63N、RX631 グループ ユーザーズマニュアル ハードウェア編 Rev.1.80（R01UH0041JJ） 
RX630 グループ、RX63N、RX631 グループ以外の製品をご使用の場合は、それぞれのユーザーズマニュ

アルハードウェア編を参照してください。 
（最新版をルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。） 

 
テクニカルアップデート／テクニカルニュース 

（最新の情報をルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。） 
 
 

ホームページとサポート窓口 
ルネサス エレクトロニクスホームページ 

http://japan.renesas.com 
 
お問合せ先 

http://japan.renesas.com/contact/ 
 
 

http://japan.renesas.com/
http://japan.renesas.com/contact/
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RSPI シーケンス制御と割り込み発生タイミング 
 

Rev. 発行日 
改訂内容 

ページ ポイント 
1.00 2012.8.1 — 初版発行 
1.01 2014.7.1 1 対象デバイスを RX630 グループ、RX63N、RX631 グループから RX

ファミリに変更 
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製品ご使用上の注意事項 
ここでは、マイコン製品全体に適用する「使用上の注意事項」について説明します。個別の使用上の注意

事項については、本ドキュメントおよびテクニカルアップデートを参照してください。 
 

1. 未使用端子の処理 

【注意】未使用端子は、本文の「未使用端子の処理」に従って処理してください。 

CMOS製品の入力端子のインピーダンスは、一般に、ハイインピーダンスとなっています。未使用端子

を開放状態で動作させると、誘導現象により、LSI周辺のノイズが印加され、LSI内部で貫通電流が流れ

たり、入力信号と認識されて誤動作を起こす恐れがあります。未使用端子は、本文「未使用端子の処理」

で説明する指示に従い処理してください。 

2. 電源投入時の処置 

【注意】電源投入時は，製品の状態は不定です。 

電源投入時には、LSIの内部回路の状態は不確定であり、レジスタの設定や各端子の状態は不定です。 

外部リセット端子でリセットする製品の場合、電源投入からリセットが有効になるまでの期間、端子の

状態は保証できません。 

同様に、内蔵パワーオンリセット機能を使用してリセットする製品の場合、電源投入からリセットのか

かる一定電圧に達するまでの期間、端子の状態は保証できません。 

3. リザーブアドレスのアクセス禁止 

【注意】リザーブアドレスのアクセスを禁止します。 

アドレス領域には、将来の機能拡張用に割り付けられているリザーブアドレスがあります。これらのア

ドレスをアクセスしたときの動作については、保証できませんので、アクセスしないようにしてくださ

い。 

4. クロックについて 

【注意】リセット時は、クロックが安定した後、リセットを解除してください。 

プログラム実行中のクロック切り替え時は、切り替え先クロックが安定した後に切り替えてください。 

リセット時、外部発振子（または外部発振回路）を用いたクロックで動作を開始するシステムでは、ク

ロックが十分安定した後、リセットを解除してください。また、プログラムの途中で外部発振子（また

は外部発振回路）を用いたクロックに切り替える場合は、切り替え先のクロックが十分安定してから切

り替えてください。 

5. 製品間の相違について 

【注意】型名の異なる製品に変更する場合は、事前に問題ないことをご確認下さい。 
同じグループのマイコンでも型名が違うと、内部メモリ、レイアウトパターンの相違などにより、特性

が異なる場合があります。型名の異なる製品に変更する場合は、製品型名ごとにシステム評価試験を実

施してください。 
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